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新
任
教
員
よ
り
の
挨
拶

連
想
検
索
「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

丸　

川　

雄　

三

「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
と
は

「
想
‐IM

A
G

IN
E
」
は
、
国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）
連
想
情
報
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た

連
想
検
索
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。「
想
‐IM

A
G

IN

（
一
）

E

」
の
主
な
特
徴
は
、
複
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
同
時
に
検
索

で
き
る
番
組
表
型
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
と
、
検
索
結
果
そ
の
も
の
を
問
い
合
わ
せ
に
利
用
し
て
、
そ
れ
ら
に
関
連

す
る
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
連
想
検
索
機
能
の
二
つ
で
あ
る
。

連
想
検
索
と
は
、
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
か
ら
、
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や
新
聞
記
事
に
関
連
す
る
項

目
を
集
め
て
ま
と
め
て
表
示
す
る
技
術
で
あ
る
。
同
じ
く
Ｎ
Ｉ
Ｉ
が
開
発
し
た
連
想
検
索
エ
ン
ジ
ン

「G
E

TA
sso （

二
）

c

」
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
は
種
と
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や
記
事
が
与
え
ら
れ
る
と
、

そ
れ
を
い
わ
ば
「
横
串
」
と
し
て
複
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
横
断
的
な
問
い
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
関

連
度
の
高
い
順
に
返
し
表
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
計
算
を
一
瞬
で
行
っ
て
い
る
の
が
、
高
速
演
算
ラ
イ
ブ
ラ
リ

「G
E

TA
ssoc

」
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
六
月
、「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
は
、
書
籍
を
中
心
と
し
た
情
報
探
索
サ
イ
ト
「
想
‐IM

A
G

IN
E
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B
ook Searc （

三
）

h

」
の
公
開
に
よ
っ
て
初
め
て
一
般
に
披

露
さ
れ
た
。「
想
‐IM

A
G

IN
E

 B
ook Search

」
で
は
、

二
〇
一
二
年
九
月
現
在
で
一
八
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
横

断
し
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
な
収
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
、
大
学
図
書
館
の
蔵
書
を
中
心
に
一
千
万
冊

の
和
書
洋
書
を
検
索
で
き
る
「W

ebcatP
lu （

四
）

s

」、
新
書

と
新
書
に
ひ
も
づ
く
一
〇
〇
〇
の
テ
ー
マ
を
検
索
で
き

る
「
新
書
マ
ッ
プ
（
五
）
」、
日
本
国
内
に
あ
る
美
術
館
や
博

物
館
の
収
蔵
品
を
写
真
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
（
六
）
」
等
で
あ
る
。

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
／
国
立
美
術
館
と
の
連
携

筆
者
は
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
Ｎ
Ｉ
Ｉ
で
の
研
究
開

発
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
こ
で
「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
シ

ス
テ
ム
制
作
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
の
一
環

と
し
て
、
外
部
組
織
向
け
の
「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
を
立

ち
上
げ
て
公
開
す
る
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
。
二
〇
〇
八
年
度
に
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

お
よ
び
国
立
美
術
館
と
連
携
し
、
一
般
公
開
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
。
図
は
二
〇
〇
九
年
三
月
に
一
般
公
開
し
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た
「
想
‐IM

A
G

IN
E

 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（
七
）
」
の
画
面
で
あ
る
。

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
版
の
「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
が
検
索
対
象
と
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、「
浮
世
絵
」、

「
現
代
演
劇
上
演
記
録
」、「
近
代
演
劇
上
演
記
録
」、「
Ａ
Ｖ
資
料
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、

「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
」
や
「
新
書
マ
ッ
プ
」、
そ
の
他
、
国
立
国
会
図
書
館
の
「
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
相
互
に
検
索
可
能
で
あ
る
。

「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
の
使
い
方
を
、
こ
の
早
稲
田
演
劇
博
物
館
版
を
例
に
示
す
。
ま
ず
サ
イ
ト
を
開
き
、
演

劇
博
物
館
の
四
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
説
明
文
が
並
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に
検
索
窓
に
「
平
賀
源

内
」
と
入
力
し
て
「IM
A

G
IN

E

」
ボ
タ
ン
を
押
す
。
す
る
と
「
近
代
演
劇
上
演
記
録
」
の
軸
に
は
平
賀
源
内

が
脚
本
を
執
筆
し
た
と
い
う
「
神
霊
矢
口
渡
」
が
上
位
に
表
示
さ
れ
る
。
次
に
こ
の
「
神
霊
矢
口
渡
」
左
上
の

ボ
ッ
ク
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
再
度
「IM

A
G

IN
E

」
を
押
す
。
そ
の
結
果
、
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
検
索
結

果
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、「
浮
世
絵
」
の
軸
に
は
こ
の
作
品
の
上
演
場
面
を
描
い
た
浮
世
絵
が
数
多
く
表
示
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
浮
世
絵
の
写
真
を
選
択
し
て
リ
ン
ク
を
開
け
ば
、
演
劇
博
物
館
の
「
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
で
作
品
の
詳
細
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
左
側
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
覧
か
ら
「
文
化
遺
産
オ
ン

ラ
イ
ン
」
を
選
び
検
索
対
象
に
追
加
す
る
と
、
今
度
は
平
賀
源
内
が
開
窯
し
た
「
源
内
焼
」
や
、
源
内
の
筆
に

よ
る
油
絵
「
西
洋
婦
人
図
」
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
複
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
連
想
検
索
と
を
自
在
に

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
の
昔
に
活
躍
し
た
平
賀
源
内
の
多
芸
多
才
ぶ
り
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
単
独
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
難
し
か
っ
た
「
横
串
」

を
入
れ
る
よ
う
な
検
索
（
連
想
検
索
）
を
比
較
的
容
易
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
文
化
遺
産
な
ど
文

化
財
を
扱
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
対
象
と
し
た
際
に
、
連
想
検
索
は
意
味
の
あ
る
（
つ
な
が
り
の
わ
か
る
）
形
で
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結
果
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
文
化
財
に
ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
質
の
高
さ
と
、
文
化
財

が
本
来
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
価
値
や
来
歴
に
お
け
る
多
義
性
や
多
様
性
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て

連
想
検
索
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
こ
れ
ま
で
に
な
い
形
で
引
き
出
し
得
る
技
術
で
あ
り

考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
連
想
検
索
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
を
具
体
的
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
で
「
想
‐

IM
A

G
IN

E

」
は
連
想
検
索
の
ひ
と
つ
の
実
現
例
で
あ
り
、
い
わ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
の
域
を
出
て
い
な
い

と
い
う
側
面
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
横
串
型
の
検
索
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
ま
だ
世
の
中
に
そ
れ
ほ
ど
認
識
さ

れ
て
は
お
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
具
体
的
な
要
望
な
ど
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
十
分
に
は
得
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

筆
者
は
二
〇
一
二
年
四
月
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
た
。
日
文
研
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
構
築
さ
れ
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
文
化
資
料
の
貴
重
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
各
分
野
の
専
門
家
や
関
係
者
に
活
用
さ
れ
鍛
え
ら
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
活
用
例
な
ど
数

多
く
の
知
見
が
合
わ
せ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
「
想
‐IM

A
G

IN
E

」
な
ど
こ
れ
ま
で

の
成
果
や
経
験
に
加
え
、
日
文
研
で
の
新
し
い
環
境
を
活
か
し
て
、
文
化
資
料
に
ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

価
値
や
可
能
性
を
さ
ら
に
引
き
出
す
た
め
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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